
 
令和２年 10月１日より、定期予防接種になりました。 

▶最初に受けたワクチンと同じ種類を接種してください。 

  ロタウイルスワクチンには２種類あり、同様の効果があります。２つのワクチンは接種回数が異なります。 
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●ロタウイルス感染症とは？ 
 ロタウイルスは、10 個～100 個くらいのウイルスが口から入ることで感染します。ロタウイルスは、ロタウイルス胃腸炎の患者の便に大量

に含まれています。患者の便を処理した後、十分に手洗いをしても、手や爪に数億個のウイルスが残っていることがあり、ロタウイルスがつ

いた手などから感染が広がります。ロタウイルスは、乳幼児の急性重症胃腸炎の主な原因ウイルスです。 

●ロタウイルス胃腸炎とはどのようなもの？ 
ロタウイルス胃腸炎は、乳幼児期（0 歳～6 歳ころ）にかかりやすい病気です。ロタウイルスは感染力が強く、ごくわずかなウイルスが体内

に入るだけで感染します。5 歳までにほぼすべての子どもがロタウイルスに感染すると言われています。大人はロタウイルスの感染を何度

も経験しているため、ほとんどの場合症状がでません。しかし乳幼児は激しい症状が出ることが多く、特に初めて感染するときに症状が強

く出ます。主な症状は、水のような下痢、吐き気、嘔吐、発熱、腹痛です。脱水症状がひどくなると点滴が必要になったり、入院が必要になっ

たりすることがあります。5歳までの急性胃腸炎の40～50％前後はロタウイルスが原因です。また、合併症として、けいれん、肝機能異常、

急性腎不全、脳症、心筋炎などが起こることがあり死に至る場合もあります。 

●ワクチンについて 
ロタウイルス胃腸炎は初回感染時の症状が最も重く、2 回目以降の感染は症状が軽くなります。ロタウイルスワクチンは、ロタウイルス胃

腸炎の重症化を予防することが目的のワクチンで、接種することにより、ロタウイルス胃腸炎による入院患者を約７０％～９０％減らすこと

ができたと報告されています。 

ロタウイルスワクチンは2種類あり、どちらも生ワクチン（弱毒化したウイルス）で、飲むワクチンです。ワクチンの種類によって接種回数が

異なります。また、途中からワクチンの種類を変更することはできませんので、最初に接種したワクチンを 2回目以降も接種します。 

 
 

●ロタウイルスワクチンの副反応 
 ロタウイルスワクチンの副反応として、腸重積症、発熱、下痢、便秘、食欲不振、嘔吐、胃腸炎などの症状が出る場合があります。また、まれ
に重篤な副反応としてアナフィラキシーがあらわれることがあります。 

特に、ワクチン接種後１～2週間は腸重積症に注意が必要です。 

●腸重積症について 
 腸重積症は、腸の一部が隣接する腸管にはまり込む病気です（図参照）。腸の血流が悪くなることで腸の組織に障害を起こすことがあるた
め、速やかな治療が必要です。ワクチン接種から１～２週間くらいまでの間、腸重積症のリスクが通常より高まると報告されています。 

腸重積症の症状としては以下のものがあり、これらの症状が１つでも見られた場合は、速やかに医療機関を受診しましょう。腸重積症は

ロタウイルスワクチンの接種にかかわらず、乳幼児がかかることのある疾患で、まれな病気ではありません。 

 

 

 

 

 

〇予防接種による健康被害救済制度について 
定期の予防接種後に起きた健康被害が、予防接種によるものと国で認定された場合には、予防接種法に基づく補償（医療費、医療手当、

障害児養育年金、障害年金、死亡一時金、葬祭料）を受けることができます。 
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初回接種は、生後６週から生後１４週６日までに受けてください！ 

沖縄市役所 こども相談・健康課 予防係 TEL098-939-1212 (内線 2232・2233) 

※この説明書の情報は令和６年３月現在のものです。 

 

6週 

厚生労働省 

ロタウイルス 

月齢が進むと腸重積症にかかりやすくなります。できるだけ腸重積症の起こりにくい時期に接種していただくために、初回は生後 2 ヵ

月～生後 14週 6日までに接種します。生後 15週 0日以降の接種はおすすめしていません。 


